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（評価結果） 

Ａ（研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの成果があった） 

 

 

（評価結果の所見） 

 本研究領域は、大型ハドロン衝突型加速器(LHC)のこれまでの成果を基に、ノーベル賞受賞に至っ

たヒッグス粒子の性質を解明し、広く超対称性粒子の探索を行う事により、新たな素粒子物理の展開

を求め、更には宇宙の相転移と進化の解明を目指す研究領域である。 

 超対称性粒子の質量に制限を与えた事、ヒッグス粒子の存在する現在の真空が準安定状態であるこ

とを示した事、ヒッグス粒子の結合定数の精密測定を行い、ミューオンとヒッグスの結合の強さを決

めることにより、ヒッグス機構の正しさを実証した事など、多くの新しい知見を積み重ねており、本

研究領域は十分な成果を上げたと評価できる。 

 当初期待された新しい現象(超対称性粒子の発見)や新しいパラダイムの構築までには至っていな

いものの、テラスケール研究会など新しい領域の展開や、次世代エネルギーフロンティア実験の中核

となる技術開発を行っており、全体としては将来につながる優れた成果を上げることができたと判断

する。若手研究者の育成にも大きな貢献をしており、当該分野の今後の発展が期待される。 

 


